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● 

ま
ち
や
人
の
「
今
」
を
伝
え
る
広
報
紙

1000 号を迎えるまでに、広報紙にはたくさんの皆さんにご
登場いただきました。そんな皆さんにお話を伺いながら、広
報紙の歴史を振り返ります。
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あの人は今…

平成 12年 2月号
　（Ｎｏ .520）
「人 イキいき」に登場
　猿
さるわたり

渡 真吾さん

　

名
張
に
あ
っ
た
皇
學
館
大
学

の
学
生
の
こ
ろ
、「
広
報
な
ば
り
」

で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
自

然
が
多
く
人
に
優
し
い
住
み
や

す
い
名
張
が
好
き
で
、
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も
参
加
し
て
、

充
実
し
た
学
生
生
活
を
過
ご
し

ま
し
た
。
特
に
21
世
紀
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
の
実
行
委
員
を
し
た

こ
と
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

卒
業
後
、
実
家
の
あ
る
北
九

州
に
戻
り
福
祉
関
係
に
就
職
。

昨
年
秋
に
、
Ｂ
‐
１
グ
ラ
ン
プ

リ
が
北
九
州
で
開
催
さ
れ
、「
名

張
牛
汁
」
が
出
店
す
る
と
聞
い

て
、
う
れ
し
く
て
会
場
ヘ
行
き

名
張
の
人
と
も
再
会
。
牛
汁
を

３
杯
も
食
べ
ま
し
た
よ
。
第
二

の
故
郷「
名
張
」を
忘
れ
ま
せ
ん
。

応
援
し
て
い
ま
す
！

平
成
15
年
12
月
号
（ 

No. 

５
６
６ 

）
表
紙

「
み
ん
な
で
植
え
た
梅
の
苗
木
」
に
登
場

川
西
・
梅
が
丘

地
域
づ
く
り
委
員
会
の
皆
さ
ん

No. 1　昭和 30年 創刊
昭和 30 年 1月 1日、市制発足 9ヵ月後昭和 30 年 1月 1日、市制発足 9ヵ月後
に発行。B5 判 14 ページの編集で、「市報に発行。B5 判 14 ページの編集で、「市報
なばり」の題字は初代市長を務めた故北田なばり」の題字は初代市長を務めた故北田
藤太郎氏の直筆によるものでした。藤太郎氏の直筆によるものでした。

No. 468　空き缶拾う名犬
100 行の記事よりも、1 枚100 行の記事よりも、1 枚
の写真のほうが多くを語る場の写真のほうが多くを語る場
合があります。物の大きさや、合があります。物の大きさや、
形、場所、季節、参加人数、形、場所、季節、参加人数、
イベント参加者の気持ち…。イベント参加者の気持ち…。
紙面で伝えたいことは何かを紙面で伝えたいことは何かを
考えながらシャッターを切る考えながらシャッターを切る
ように心がけていますように心がけています
平成 7年 10 月号では、名張平成 7年 10 月号では、名張
川で空き缶を拾う犬（チビロ川で空き缶を拾う犬（チビロ
ン）の写真が、全国広報コンン）の写真が、全国広報コン
クールで 1席を獲得しました。クールで 1席を獲得しました。

No. 571 ～ 月 4回発行
平成 16年 5月から、月 4回発行平成 16年 5月から、月 4回発行
を実施。1面には、毎号さまざまなを実施。1面には、毎号さまざまな
話題を掲載するようになりました。話題を掲載するようになりました。
特に、秋には、地域の課題を掘特に、秋には、地域の課題を掘
り下げる特集を掲載。「食育」「園り下げる特集を掲載。「食育」「園
芸福祉」「介護予防」「地域の移動芸福祉」「介護予防」「地域の移動
手段」「ごみ減量」「地域医療」「地手段」「ごみ減量」「地域医療」「地
域デビュー」「地震対策」「いじめ域デビュー」「地震対策」「いじめ
防止」など、その話題は多岐にわ防止」など、その話題は多岐にわ
たります。いずれも、市民の皆さたります。いずれも、市民の皆さ
んとともに、課題解決への道を探んとともに、課題解決への道を探
る特集としています。る特集としています。

No. 444　市民参加の広報づくり
市民参加の広報紙づくりを目指し、平成市民参加の広報紙づくりを目指し、平成
4年度に「市民広報特派員制度」を創設。4年度に「市民広報特派員制度」を創設。
当時は 10人に参加いただき、月に 1度紙当時は 10人に参加いただき、月に 1度紙
面評価をいただいたり、地域の話題などを面評価をいただいたり、地域の話題などを
リポートしていただいたりしていました。リポートしていただいたりしていました。
平成 5年 11 月号では、「広報特派員が平成 5年 11 月号では、「広報特派員が
市民百人の声を聞く」という記事を掲載。市民百人の声を聞く」という記事を掲載。
紙面の中で特派員さんの１人は「市政に関紙面の中で特派員さんの１人は「市政に関
心を持ち、自分自身がまちづくりを考える心を持ち、自分自身がまちづくりを考える
ようになった」と答えています。ようになった」と答えています。

号外　伊勢湾台風から 3日後
昭和 34年 9月 26日、伊勢湾台風により、昭和 34年 9月 26日、伊勢湾台風により、
死者 11名ほか未曾有の大被害を受けた名張死者 11名ほか未曾有の大被害を受けた名張
市。その 3日後の 29日には、号外が発行さ市。その 3日後の 29日には、号外が発行さ
れ、当時の市長や市議会議長が、市民に被れ、当時の市長や市議会議長が、市民に被
害の状況や復興への協力を呼びかけました。害の状況や復興への協力を呼びかけました。
名張市の出来事にスポットを当てた広報名張市の出来事にスポットを当てた広報
紙は、その時々の様子や人々の思いを垣間紙は、その時々の様子や人々の思いを垣間
見ることができる貴重な資料でもあります。見ることができる貴重な資料でもあります。
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平
成
７
年
12
月
号
（ 

No．  

４
７
０ 

）

「
お
や
こ
と
ー
く
」
に
登
場

桐き
り
む
ら村 

朋と
も
お
き興

さ
ん

　

広
報
の
担
当
者
が
自
宅
に
来
て
、

親
子
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
を
受
け

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
時

は
、
親
子
で
絵
や
イ
ラ
ス
ト
を
書
く

の
が
趣
味
だ
と
話
し
ま
し
た
が
、
そ

の
後
、
わ
た
し
は
デ
ザ
イ
ン
の
専
門

学
校
を
卒
業
し
、
広
告
・
デ
ザ
イ
ン

の
会
社
に
就
職
。
そ
し
て
今
は
、「
広

報
な
ば
り
」
の
印
刷
や
編
集
の
一
部

に
仕
事
と
し
て
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

普
段
仕
事
で
気
を
つ
け
て
い
る
の

は
、
メ
リ
ハ
リ
や
強
弱
を
つ
け
た
デ

ザ
イ
ン
に
す
る
こ
と
。
広
告
は
、
ど

れ
だ
け
人
に
見
て
も
ら
え
る
か
が
勝

負
で
す
。
そ
の
点
で
は
、「
広
報
な
ば

り
」
の
編
集
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

読
み
や
す
い
毎
週
発
行
の
広
報
が

定
着
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
ス
タ
イ

ル
を
継
続
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

10
年
前
に
、
地
域
住
民
で
多

く
の
枝し

だ垂
れ
梅
を
植
樹
し
ま
し

た
。
そ
の
時
の
様
子
は
「
広
報

な
ば
り
」
の
表
紙
で
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
下
草
の

草
刈
や
枝
の
剪
定
な
ど
、
梅
の

管
理
は
難
し
く
て
、
成
長
で
き

な
い
木
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

「
せ
っ
か
く
植
え
た
梅
を
何
と

か
し
よ
う
」
と
再
生
に
立
ち
上

が
っ
た
の
は
、
川
西
・
梅
が
丘

地
域
づ
く
り
委
員
会
の
中
の
環

境
衛
生
部
会
で
し
た
。
本
格
的

な
梅
の
手
入
れ
を
4
年
前
か
ら

再
開
し
、
今
で
は
杉
谷
神
社
参

道
の
歴
史
あ
る
梅
を
は
じ
め
、

枝
垂
れ
梅
の
花
が
地
域
の
あ
ち

こ
ち
で
き
れ
い
に
咲
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
３
月
に
は
、「
第
一

回
梅
ま
つ
り
」
を
開
催
。
今
後

も
、
梅
を
テ
ー
マ
に
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

広
報
紙
に
注
入
さ
れ
る

４
つ
の
情
熱

「
広
報
な
ば
り
」
を
皆
さ
ん
に
お

届
け
す
る
ま
で
に
数
多
く
の
情

熱
を
注
ぎ
込
ん
で
い
ま
す
。

激
写
！

情熱ポイント 1　[ 企画 ]　　

情熱ポイント 2　[ 取材 ]　　情熱ポイント 2　[ 取材 ]　　

情熱ポイント３　[ 編集 ]　　情熱ポイント３　[ 編集 ]　　

情熱ポイント 4　[ 校正 ]　　情熱ポイント 4　[ 校正 ]　　

市の広報担当による
編集会議（月1回）で、
どのような情報を知っ
ていただく必要がある
のか、また、どのよう
な記事が皆さんに求
められているのかを真
剣に話し合います。

限られた紙面で、たく
さんの情報を、いか
に分かりやすく伝える
かは、絶妙なテクニッ
クが必要です。文章の
書き方や紙面レイアウ
トなどには、日ごろの
鍛錬が欠かせません。

記事作成⇒担当室に
よる確認（校正）⇒広
報担当全員で確認⇒
担当室による再確認
⇒広報担当全員によ
る最終確認⇒市長決
裁と何度も確認してか
ら、印刷をします。

現場の声があると、説
得力が違います。資料
だけでは見えてこない
現実を目の当たりにで
きます。だから、でき
る限り現場で取材しま
す。臨場感あふれる写
真にもこだわります。

No. 902 震災後に記事差し替え
平成 23 年 3 月 11 日に東日本大震災が発平成 23 年 3 月 11 日に東日本大震災が発
生し、翌日には予定していた特集記事の差し生し、翌日には予定していた特集記事の差し
替えを決定。1 ～ 2 日で 2 ページの特集記事替えを決定。1 ～ 2 日で 2 ページの特集記事
を仕上げ、3 月 27 日発行の 3‐4号で市内を仕上げ、3 月 27 日発行の 3‐4 号で市内
の被害想定や家庭での地震対策、支援物資受の被害想定や家庭での地震対策、支援物資受
け入れについてお伝えしました。け入れについてお伝えしました。
防災への関心が高まる中、その後も、23 年防災への関心が高まる中、その後も、23 年
度は 7 回にわたり地震に関わる特集記事を掲度は 7 回にわたり地震に関わる特集記事を掲
載。中でも 23 年 10‐3号は、総合的な防災載。中でも 23 年 10‐3号は、総合的な防災
特集という位置づけで、家庭・地域・行政の特集という位置づけで、家庭・地域・行政の
対策をまとめてご紹介。全国広報コンクール対策をまとめてご紹介。全国広報コンクール
広報紙部門（市部）では、3席を受賞しました。広報紙部門（市部）では、3席を受賞しました。

川西・梅が丘地域には
成長した梅が咲き誇ります

激
写
！
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■
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
政

の
方
針
を
知
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
積
極
的
に
市

政
に
参
画
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
市
の
施
策
、
事
業

な
ど
の
き
め
細
か
な
情
報

開
示
、
説
明
に
努
め
る
と

と
も
に
、
こ
れ
ら
の
課
題

を
掘
り
下
げ
る
「
問
題
提
起
型
」
の
紙
面
づ
く
り

を
行
い
ま
す
。

　
　■
行
政
と
市
民
の
皆
さ
ん
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
な
ど

が
力
を
合
わ
せ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
「
新

し
い
公
」
に
注
目
し
な
が
ら
、
総
合
計
画
で
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
施
策
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　
　■
月
４
回
発
行
を
生
か
し
て
、
情
報
を
適
切
な
時
期

に
掲
載
し
ま
す
。

　
　■
市
の
情
報
を
で
き
る
だ
け
広
報
紙
に
掲
載
し
、
行

政
情
報
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に

提
供
し
ま
す
。

市
政
情
報
を
市
民
の
皆
さ
ん
と

共
有
化
で
き
る
紙
面
づ
く
り

　市のさまざまな課題を掘り下げる特集
のほかにも、決算や予算などをお知ら
せする際に、市の財政状況もできる限
り詳しくお伝えしています。

広報紙づくりは、たくさんの皆さんにご協力いただいています。そんな皆さんをはじめ、
新聞記者や高校生にお話を伺いながら、広報紙のあり方について考えます。

「広報なばり」品評会

　
「
広
報
な
ば
り
」
の
編
集
に
あ
た
っ
て
は
、
今
後
も
、
次

の
３
つ
の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
信
頼

さ
れ
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

NO.3

　以前住んでいた大阪の広報紙は、暮らしに
必要な情報を得るため読んでいました。でも、
名張に来て、「広報なばり」を見て感じたのは、
市民を意識した心のこもった親しみやすい広
報紙だということでしたね。単に必要な情報
を得るためだけでなく、毎号楽しみに読んで
います。
　昨年、市民広報特派員として応募して、広
報紙づくりに参加し、スタッフの皆さんの心
のこもった仕事ぶりを生で見ることができま
した。わたしは、「名張に惚

ほ

れて移住しました」
というテーマでリポートを書きましたが、「広
報なばり」にも惚れたんですよ。
　若い世代が興味がある話題も取り上げてほ
しいです。「広報なばり」や名張を応援するサ
ポーター隊などの組織ができれば、多くの人
が市政に参加できるのではないでしょうか。

　9年前から目の不自由な人のための「声の
広報なばり」を制作しています。ご希望の人
がいる限り音訳を続けていきたいですね。
毎週発行になり、暮らしに欠かせない情報
がコンパクトにまとめられ、聞いてる人も分
かりやすくなったと思います。本の朗読とは
違い、広報を声で伝えるという音訳では、
感情を入れず、正しく分かりやすく話すこと
を心がけています。
　例えば、グラフを表現するときも、「山型
になって推移しています」などと、できるだ
けイメージできるように話します。複雑な表
や図など説明しにくいものをどう伝えるか、
いつも工夫しています。
　広報紙は、市民の一人ひとりにとって大切
な情報源ですから、これからも正確で分か
りやすい記事をお願いします。　

　文字の大きさや紙面構成など読みやすさ
を追求し、とても工夫されていると思います。
行政からのお知らせは、専門用語や難しい
言葉が多いように思っていましたが、｢広報
なばり」は、市民の人や関係者がインタビ
ュー形式で紙面にたくさん登場していますよ
ね。話し言葉なので、とても分かりやすく
感じます。また笑顔の写真が多いので、読
み手も明るくなれる気がします。編集スタッ
フの名張を良くしたい熱意が感じられます。
　年に何回か子ども目線のページを作ると
おもしろいと思います。また、市長への手
紙や市政への意見など市民の声をもっと掲
載するなどして、市民が市政に参加してい
ることを知ってもらえるような伝え方をすれ
ば、さらに身近な広報紙になるのではない
でしょうか。

名
張
市
政
記
者
ク
ラ
ブ
幹
事

毎
日
新
聞 

記
者

矢
澤 

秀
範 

さ
ん

「
広
報
な
ば
り
」
の
音
訳
を
し
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
こ
だ
ま
」
の
メ
ン
バ
ー

神こ
う
さ
き前 

ひ
ろ
子 

さ
ん

平
成
24
年
度

市
民
広
報
特
派
員

井
上 
早
織 

さ
ん

● 暮らしに欠かせない情報がある

「
広
報
な
ば
り
」
編
集
方
針

ご存知
ですか？

「広報なばり」
音訳・点訳サービス

　音訳・点訳ボランティアの皆さんの
ご協力で、「広報なばり」の音訳ＣＤ
と点字広報を作成しています。視覚
障害がありご希望の人は、高齢・障
害支援室（ 63‐7591）へお問い
合わせください。無料です。

● 親しみやすさ抜群！● 編集スタッフの熱意が伝わる

名張点訳グループ「あかり」の皆さん
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メール広報
なばり

市
民
参
加
の
紙
面
づ
く
り

■
市
民
の
皆
さ
ん
が
紙
面
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
場

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か

ら
情
報
を
伝
え
ま
す
。

■
紙
面
を
通
じ
て
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
を
図
り
、

市
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
　■
地
域
活
動
や
市
民
公
益
活

動
な
ど
の
実
態
や
話
題
を

掲
載
し
、
こ
れ
ら
の
活
動

を
応
援
し
ま
す
。

　市民広報特派員が取材する記
事を掲載。市民の視点を広報
紙づくりに生かしていただい
ています。

■
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
、
図
表
な
ど
を
多
用
し
、
ま
た
、

平
易
な
文
章
表
現
に
よ
り
、
分
か
り
や
す
く
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
を
目

指
し
ま
す
。

　
　■
市
民
の
皆
さ
ん
に
紙
面
へ
登
場
い
た
だ

く
な
ど
、
広
報
紙
か
ら
元
気
を
発
信
し

ま
す
。

親
し
ま
れ
る
紙
面
づ
く
り

　わたしが「広報なばり」を見て特にいいなと
思った記事は、昨年 8月に掲載された山口螢
選手の五輪出場を紹介した記事です。地元出
身のすごい人がいることを知り、写真も多く使
われていましたので興味が沸きました。
　文字ばっかりの記事だと、何だか見にくくて
読む気がなくなります。写真はもちろん、目を
引く見出しがあったり、同じ世代の高校生や知
っている人が出ていたりすると、もっと若い人に
も読まれるんじゃないかな。コミュニティバスの
時刻表もあれば便利ですよね。
　それに、わたしの周りでは、ツイッターをして
いる人がたくさんいます。そういった広報紙以
外の媒体でも、積極的に情報発信していって
ほしいですね。

▼私は名張市に引越して6年経ちますが、ま
だ名張の事に詳しくありません。名張の土
地や人の魅力をもっと知りたいです。
▼一方通行の記事ではなく、市民と市の考え
をやり取りできる目安箱的なことも設けて
はどうかと思います。
▼パソコンに精通していない人もたくさんいま
すので、「広報なばり」のような紙面での情
報発信は貴重です。
▼特集記事をより掘り下げるため、３ページ
くらいのスペースを取って展開してほしいテ
ーマもあります。
▼若い世代には興味がもてない内容が多かっ
たと思います。たまに、面白いけど。
▼市民広報特派員も経験しましたので、記念
すべき1,000 号は、一段と感慨深いです。
広報紙は市民の期待に応えられているの
か、再考するよいきっかけです。

広報なばりメールサポーター
の皆さんに聞きました

■ 1,000 号の節目に広報編集にかかわれて、大変光栄です。
広報編集では、締切に追われて、伝えることの難しさを
日々痛感しています。明るい話題や名張のＰＲなどをお
伝えし、市民の皆さんに愛される「広報なばり」をお届
けできるよう頑張ります。取材などでお邪魔するときは、
ご協力をお願いします。（中木屋）

■「広報なばり」の編集にかかわり4 年が経ちました。こ
れまでインタビューなどにご協力いただきました皆さん
本当にありがとうございました。これからも、先輩たち
が築きあげたスタイルを継承しながら、市民の皆さんに
読まれる広報紙づくりに励んでいきます。（宮本）

■約10 年間籍を置いた広報担当を3月末に卒業させてい
ただきました。その間、かかわった広報紙は実に439 号
分に及びます。月4回発行への移行やメールサポーター
制度の創設、広報コンクールへの出品、フェイスブック
の活用など、皆さんのご協力をいただきながら、右の編
集方針を全うすべく取り組んできました。最後に1,000
号の編集にかかわることができ、すごく感慨深いものが
あります。これからも「広報なばり」は、皆さんのご協力
によって前進していけるものと確信しています。（高嶋）

広
報
対
話
室
で
３
日
間
、

職
場
体
験
を
し
た
高
校
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名張市公式
Facebookページ

  お届けします。
  なばりの
 「いいね！」

http://facebook.com/city.nabari
【アカウント名】名張市役所広報対話室

●3月から本格運用中！

フェイス　　ブック

　市では、フェイスブックページを活用し、催
しや季節の話題、行政情報などを掲載してい
ます。フェイスブックの利用者であれば、魅
力的な情報に対して「いいね！」という意思表
示をしたり、情報を広めたりできます。ぜひ
一度、ご覧ください（市ホームページからも閲
覧可。閲覧のみなら利用登録は不要です）。

皆さんからの声は、
広報紙作成の原動力

　「今週号はよかった」という声もありますが、
「工夫が足りない」という声もたくさんいただ
きます。こうした声は、編集の参考になり、ま
た、もっと皆さんに読んでいただけるものを作
ろうという原動力になります。
　皆さんからご意見をいただきながら、広報
紙を徐々にですが、よりよくしていきたいと考
えています。

http://www.city.nabari.lg.jp/

編 集 後 記

● 山口螢選手の記事が印象深い

5　2013年（平成 25年）4月 14日日　

※全てを依頼するものではありません
対象　市内で市民公益活動を行っている団
　体、市内在住・在学・在勤の人
募集期間　4月 30日火まで
任期　委嘱の日～平成 26年３月末
定員　2 人 ( 団体 ) 程度　
謝礼　10,000 円
◎応募方法など詳しくは、市ホームページ
をご覧ください。

市民広報特派員を再募集！

読者アンケートにご協力
ください！

　登録者には、電子メールを活
用し、｢広報なばり」に関するア
ンケートを配信します。アンケ
ートは、記事が分かりやすかった
か、分かりにくかったか―など簡
単なものが中心です。発行号ごとのアンケート
や意識調査など全50回程度。任期は平成26年3
月末まで。
対象　市内在住で中学生以上の人　
　※市議会議員、市職員を除く
登録方法　注意事項を確認後、5月 31 日金
までに、市ホームページに記載の登録用メ
ールアドレスに電子メールを送ってくださ
い。その後、登録用URL を記載した電
子メールが自動返信されますので、必要
事項を入力してください。
　※定員 100 人。先着順

登録用ページ

市ＨＰで
もご意見
 公開中

広報紙に
皆さんの
声を！！

( アンケートに半数以上お答えいただいた場合 )

「広報なばり」の記事を
企画・取材編集してください ※

   広報対話室　  63‐7402

広報なばりメールサポーター再募集

謝礼は、1000円分の図書カード

●広報なばりメールサポーター


